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東北工業大学建築学部建築学科

学科長　有川　智

第 15 回

応募作品審査風景

　東北にある建築、または建築のある風景、街並みなどに広く関心を持ってもらい、その楽しさや、面白さ、不思議さ、そして美しさを自由な発想で描いてもらおうという趣
旨で始まった「東北の建築を描く展」は、今回で第 15 回を迎えました。昨年から続くコロナ禍のなか、前回を大きく上回る 472 点のご応募をいただき、特に高校の部では
過去最多の 253 点の作品が寄せられました。多くの皆様に関心を持っていただき、世代を問わず支持される絵画展として発展してきたことを大変心強く思っています。ご応
募くださった方々に、心から感謝申し上げる次第です。
　今年度から審査員を一新し、審査委員長に平垣内清氏（宮城教育大学教授）、審査員に安住英之氏（日本画家）と柴田治氏（アトリエ光彩舎）をお迎えし、本学科の中
村琢巳准教授（歴史意匠分野）を加えた新たな審査体制となりました。「まん延防止等重点措置」が継続中の 9 月 18 日、本学の製図室において厳正な審査が行なわれ、
応募作品の中から入選 193 点、そのうち入賞 42 点が決定いたしました。入選された皆様には心よりお祝い申し上げます。入選を逸した作品の中にも、多くの秀作があり、
全ての作品を展示できないのは誠に残念ですが、小学生から一般まで全世代を通して、建築を描く独自の視点、新たな技法を含む多様な表現手法、それぞれにその魅力を
感じていただけるものと思います。
　有名な建築のみならず、何気ない建物や風景の中に新たな価値や課題を見出そうとしている作品には、建築に携わる者として率直に感心するとともに、大きな問いを投げ
かけられているようにも感じます。東北地域の建築、風景にこだわった絵画展だからこそ、そして東北に根ざす本学の建築学科だからこそのコラボレーション、新たな展開
が期待されるところです。また、新型コロナウィルスによって私たちの生活が “ニューノーマル” へと変革が迫られるなか、身のまわりの建物や景色の見え方、感じ方、描き
方にどのような影響があるのか、ないのかについても興味は尽きません。東北工業大学建築学部建築学科では、東北の風土、歴史、文化、生活にこだわり、地域との連携、
交流を深めながら教育研究に取り組み、地域の建築、街並み、そして生活に貢献していきたいと考えております。
　ご応募いただいた皆様にあらためて感謝申し上げるとともに、今後も変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。来年もまたこの絵画展でお会いできることを楽し
みにしております。



この作品集の作成にあたり、東北工学教育協会からの助成を受けました。

 2020 年 4 月、東北工業大学は新学部「建築学部」を開設しました。
建築学科は工学部から建築学部へ。

東北工業大学は工学部、建築学部、ライフデザイン学部の三学部体制となり、地域に貢献する大学としてさらに発展します。
後　　　援

東北工業大学　八木山キャンパス



審査員総評

　  審査委員長

　　　　 平垣内　清
    宮城教育大学教授

　

　　　    柴田　治
　　アトリエ光彩舎

　　　     中村　琢巳
　　東北工業大学建築学部

　　建築学科准教授

　　　     安住　英之
　　日本画家
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審査をするということは、なかなか難く責任を伴います。人の描い
た作品を評価するわけですから覚悟も必要です。

そんな緊迫感を抱きながら審査をしていますが、今回は私の中で注
目して見ていた点が１つありました。観察力、構図、テクニック、画材
の使い方など、一般的に注意すべき点は評価の前提としてしっかりと見
ていきつつ、なによりも大事にしたのは作者の狙いや視点がその絵か
ら伝わってくるか、その視点が私の心に響いたかという点です。

複数の審査員がいらっしゃるので、各人ごとに視点が違うのは当た
り前です。自ずとさまざまな異なる作品が選ばれるはずですが、面白
いのは全く違う人間が違う視点で選定しても、選ばれる作品が共通し
てくる点です。その作品たちには、全ての人に訴えかける何かがあるの
でしょう。

小中学生の自由な発想や視点、高校生の迷いながらも精度を高め
ている様子、一般の方々の緻密で完成度の高さなど、どの年代の作品
からも作者の姿勢が伝わってきました。特に一般部門の、高度な技術
を駆使し、丹念に描かれた作品は圧巻でした。

ただ、難しいのはそれが見る人の心に響くか否かは、また別の話な
のです。

安易な写実 = 優れた絵画表現ではなく、時にはテクニックが作品自
体の純粋な伝える力を邪魔することがあります。今回の一般部門の大
賞作品はそんな一面を象徴するような、作者の思いが伝わってくる面白
い作品です。

もっと大胆に、破綻を恐れずさまざまな絵画表現に挑戦してくださ
い。絵を描くとことは、なかなか難しいことです。私自身もそう感じる
からこそ、審査に難しさを感じるのでしょう。しかし絵を描くことは苦
しくもあり楽しい。それを多くの方に感じて欲しいです。

初めて審査を担当するにあたって、「東北の建築」とは
どういうものかということを考えました。

まずは、独自の風土、歴史、生業（なりわい）に根ざ
して必然的に生み出だされた建築というアプローチがあり
ます。あるいは東北に暮らしている私たちの身近にあって、
日頃から接している建物や街もやはり東北の建築と言える
でしょう。

いずれにしても、建築単体を描くだけではなく、その
地域環境や人 と々の関わりが想起されるような作品を推し
たいと考えました。必ずしも画面に人が描かれていなくて
も、その建築を利用している（いた）人々や作者自身の
眼差しが感じられる作品には温かみがあり心が惹かれま
した。

写真を利用して描くことはやむを得ませんが、その建
築を前にして見えたこと感じたことを元にしてどのような
表現をしたいのかを考えることが大切です。正確に精密
に描くだけでなく、用いる画材の持ち味を生かしたダイナ
ミックな表現もあってよいと思います。

今回、高校生の方々から多くのご応募が寄せられました。
高校の部の作品の特長は、その魅力的なタイトルにもあり
ます。画題を的確にあらわすだけではなく、建築や風景
に対峙する自分独自の、詩情あふれる、あるいは自分の
内面を映し出すようなタイトルが工夫された作品が多いから
です。日常よく見る建築や風景を、季節感や陰影の表現、
構図の工夫により、情緒豊かな作品が実現したものも多く
みることができました。絵画の技術力の面では、一般の部
に素晴らしい作品がもちろん多いわけですが、建築や風景
と向き合いながら、自分なりの想いを表現しようとする意
気込みは高校の部の作品に強く感じました。

せんだいメディアテークの展示会場でも、多くの高校生
の入選作品が並びます。御来場のみなさまには、ぜひそ
の若さ溢れる作品群をご覧いただき、建築と高校生たち
の真摯な対話を感じとって頂けましたら幸いです。

今回初めての審査を行わせていただきましたが、小中高の
学生から一般の方々まで多種多様な作品を拝見させていただ
き、驚きと感動を覚えました。

私はこれまで、県芸術祭・県高校美術展・こども河北美術展・
全国ねんりんぴっく宮城県大会等、数多くの展覧会の審査を
してきましたが、どれも同じ年代での展覧会であり、それな
りのものでした。

しかし、この「ひとつの表題」に小学生から一般の方々が
それぞれの視点を持ち、素材を見つけ出し、製作に結び付
けていく工程が年齢を問うことなく、作品の中から十分に伝
わり、改めてこの展覧会のおもしろさ、奥深さを感じ取るこ
とが出来ました。

この展覧会も 15 回も続くと、いろいろな部分でパターン
化していく傾向もでてきているようですが、今後も自身の感
性を磨き、自分らしさを発揮できるような作品づくりを期待し
ています。



第 15 回東北の建築を描く展　入賞者・入選者
一般の部・入賞者・賞候補者

大　賞 滅びない・教室（五十一） 浅 倉 　 伸 岩手県盛岡市 5 特別賞 古山閣の鏝絵 中 村 伸 二 仙台市 8
優秀賞 赤煉瓦と赤瓦 馬 渕 　 元 行 香川県三豊市 6 特別賞 風雪に耐えて、なお 鈴　木　三千彌 仙台市 8
優秀賞 THE COCKPIT 鈴 木 雅 之 宮城県大河原町 6 安住審査員賞 早池峯神社山門 保 﨑 裕 子 仙台市 8
特別賞 街角の一隅　東二番丁通り 加 藤 忠 治 仙台市 7 賞候補 三内丸山遺跡　大型竪穴住居跡（復元） 村 瀬 　 修 北海道函館市 8
特別賞 神明社 釣　舟　富紀子 宮城県塩竈市 7 賞候補 Nostalgic smell 安 藤  夢 仙台市 8
特別賞 村役場の変遷 金 　 伸 之 仙台市 7 賞候補 旅の朝 馬 渕 元 行 香川県三豊市 8
特別賞 再会 遠　藤　義　弘 宮城県岩沼市 7 賞候補 仙台城資料館 後 藤 靖 夫 仙台市 8
特別賞 待つ　Ⅱ 石 野 啓 子 福島県白河市 7

高校の部・入賞者・賞候補者
大　賞 切り出された夢の欠片（白河石掘削場跡地にて） 斎　藤　龍之介 福島県立福島西高等学校 3年 9 特別賞 螺旋階段 佐 藤  陽 宮城県古川高等学校 １年 11
学長賞 敢為邁往 坂 本 寛 人 宮城県宮城野高等学校 2年 10 特別賞 返照 小 澤 奈 央 宮城県宮城野高等学校 2年 12
優秀賞 灯 佐 藤 華 恋 宮城県宮城野高等学校 １年 10 特別賞 帰り道 三　上　真梨紗 宮城県宮城野高等学校 2年 12
特別賞 八幡町の木々 三 宅 結 月 宮城第一高等学校 １年 11 柴田審査員賞 夏の終わり 田 所 三 和 宮城県宮城野高等学校 2年 12
特別賞 夕焼け 加 藤 百 葉 宮城県工業高等学校 １年 11 賞候補 曇りのち雨 櫻 井 唯 央 宮城県白石高等学校 １年 12
特別賞 煌めき 安　倍　麻衣子 宮城県仙台第二高等学校 2年 11 賞候補 瑞巌寺 湯 澤 琴 絆 東北生活文化大学高等学校 2年 12
特別賞 追憶 佐々木　柊　斗 東北生活文化大学高等学校 2年 11 賞候補 瑞巌寺 岡 田 梨 那 宮城県宮城広瀬高等学校 3年 12

中学校の部・入賞者・賞候補者
大　賞 昔日への誘い 赤 平 　 周 音 仙台市立錦ヶ丘中学校 3年 13 特別賞 荒雄神社 佐々木　美羽 大崎市立三本木中学校 3年 15
学長賞 そこにある情趣 内 田 　 梛 月 仙台市立第一中学校 3年 14 特別賞 観慶丸 松 本 　 彩 希 石巻市立青葉中学校 2年 15
優秀賞 鶴ヶ城 中 山 　 陽 太 大崎市立三本木中学校 １年 14 特別賞 思い出の中に.. 及 川 　 彩 羽 古川黎明中学校 3年 15
特別賞 蟆蟇ヶ池辨天堂 髙 橋 　 珠 瑛 大崎市立古川中学校 3年 15 平垣内審査員賞 忘れられた公園・水色の象 塩 谷 　 翔 紀 白河市立白河第二中学校 3年 15
特別賞 伊豆沼・内沼サンクチュアリーセンター 村 井 　 孝 子 栗原市立若柳中学校 １年 15

小学校の部・入賞者・賞候補者
大　賞 暮れゆく街 齊 藤 桜 子 盛岡市立土淵小学校 5年 16 特別賞 木造天守を見上げれば 阿 部 航 大 仙台市立高森小学校 5年 18
学長賞 夢をてらす虹色灯台（塩屋崎灯台） 近 嵐 茶 子 白河市立釜子小学校 5年 17 特別賞 白い建物〜マルホンまきあーとテラス〜 井 上 理 仁 仙台市立旭丘小学校 3年 19
優秀賞 街の片隅で 藤　村　　　嶺 盛岡市立太田小学校 6年 17 中村審査員賞 お稲荷さま絵巻（権兵衛稲荷神社） 関 根 は な 鮫川村立鮫川小学校 6年 19
特別賞 レストラン 藤　谷　桃　音 会津若松ザベリオ学園小学校 2年 18 賞候補 伊佐須美神社の白猫神さま 関 根 そ ら 鮫川村立鮫川小学校 4年 17
特別賞 春の若松城 遠　藤　圭一郎 会津若松ザベリオ学園小学校 5年 18 賞候補 夏空に力強く！（小峰城三重櫓） 片 野 仁 菜 白河市立白河第三小学校 4年 19
特別賞 どこへでも行ける駅（JR白河駅） 永 田 洲 也 白河市立白河第一小学校 5年 18 賞候補 赤い屋根の駅（JR白河駅） 荒 井 千 優 白河市立白河第二小学校 4年 19
特別賞 神さまのとおる道（鹿島神社） 渡 部 真 桜 白河市立白河第一小学校 5年 18 賞候補 桜まんかいの学校 駒 沢 心 桜 会津若松ザベリオ学園小学校 4年 18
特別賞 思い出を旅する私（会津鉄道湯上温泉駅） 太 田 花 歩 矢吹町立三神小学校 6年 18

一般の部入選者
入　選 大籠カトリック教会 サトウ　イサム 東京都調布市 20 入　選 山居倉庫 前 田 勝 助 仙台市 21
入　選 世界文化遺産「三内丸山遺跡」Ⅱ 西　谷　岩　雄 宮城県柴田町 20 入　選 朝ドラ「おかえりモネ」ロケ地 千　葉　　　豊 仙台市 21
入　選 県美術館地階 原　内　義　晴 仙台市 20 入　選 旧青森営林局舎 丸 山 孝 雄 青森県青森市 21
入　選 大崎八幡神社（田尻） 千　葉　　　豊 仙台市 20 入　選 不動茶屋 森　　　修　平 仙台市 21
入　選 冬近き里 矢ヶ部　昭　彦 東京都荒川区 20 入　選 狭間にある望郷 鈴 木 和 史 宮城県大河原町 21
入　選 ショーウィンドウと階段 岩　田　央　樹 山形県山形市 20 入　選 源吾茶屋 堀　　　英　敏 仙台市 21
入　選 ある美術館で 加　藤　忠　治 仙台市 20 入　選 待つ　Ⅰ 石 野 啓 子 福島県白河市 21
入　選 ボクの、賢治散策の盛岡高等農林学校。 大 村 泰 久 大阪府東大阪市 20 入　選 これからも二人で 岡　田　千瑛莉 仙台市 22
入　選 中橋夜景 松 崎 修 一 仙台市 20 入　選 山桜咲く里 芳　賀　伊津子 福島県白河市 22
入　選 防人（Ⅰ） 足 沢 秀 行 新潟県新潟市 20 入　選 祭り囃し遠く聞こえる（熊野大権現） 陣 野 愛 子 福島県白河市 22
入　選 酒蔵 青　木　　　章 宮城県大崎市 20 入　選 アグノリアの木陰 菅 原 美 恵 仙台市 22
入　選 カフェの見えるグリーンハウス 其 田 マ サ 仙台市 20 入　選 五大堂 岡 崎 義 恵 仙台市 22
入　選 天鏡閣　図解 野 口 智 子 東京都板橋区 20 入　選 さざえ堂 田　幡　美佐男 埼玉県川越市 22
入　選 古民家 青　木　　　章 宮城県大崎市 20 入　選 仙台空港 管制塔 池　田　　　裕 宮城県村田町 22
入　選 めがねばし 相 原 裕 之 仙台市 21 入　選 駐機場より仰ぐ管制塔 池　田　　　裕 宮城県村田町 22
入　選 光の線路 伊 藤 隆 文 仙台市 21 入　選 いつまでも残したい場所 高 橋 勇 二 神奈川県横浜市 22
入　選 仙台国際センター 樋 口 節 夫 仙台市 21 入　選 工房千想の窓 大 瀧 千 絵 兵庫県川西市 22
入　選 旧佐藤家住宅（角田） 後 藤 靖 夫 仙台市 21 入　選 差茅 赤 本 義 雄 仙台市 22
入　選 Brilliant Circle 桑 折 治 樹 宮城県大崎市 21 入　選 国登録有形文化財に登録の我が家と貸店舗 平 野 秀 明 仙台市 22
入　選 祓ヶ崎稲荷神社から見た本塩釜駅 釣　舟　富紀子 宮城県塩竈市 21 入　選 Go round 鈴　木　さやか 仙台市 22
入　選 廃屋の景 松　永　　　弘 宮城県大和町 21 入　選 Go around 鈴　木　さやか 仙台市 22
入　選 壁面ガラスのいたずら　彫刻館に写る宮城県美術館 岡 田 興 平 宮城県利府町 21 入　選 ゆずの茶屋 高　沢　千恵子 宮城県名取市 22
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高校の部入選者
入　選 懐かしの長井駅 佐 藤 伊 吹 東北生活文化大学高等学校 3年 23 入　選 日常が思い出に。 遊 佐 和 花 宮城県工業高等学校 １年 25
入　選 木漏れ日の建物 菊 地 晴 香 宮城県工業高等学校 2年 23 入　選 見晴らし 尾 久 愛 美 宮城県宮城第一高等学校 １年 25
入　選 地下道 伊 藤 満 月 宮城県宮城野高等学校 １年 23 入　選 江戸時代から現在へ 佐 藤 結 来 宮城県宮城第一高等学校 １年 25
入　選 みどりのとびら 佐 藤 創 瑠 東北生活文化大学高等学校 2年 23 入　選 上り坂 齊 藤 萌 未 宮城県宮城第一高等学校 １年 25
入　選 毎日 西 田 有 沙 東北生活文化大学高等学校 2年 23 入　選 移ろい 北　川　　　葉 宮城県宮城第一高等学校 １年 25
入　選 宮城県図書館 多 田 未 来 東北生活文化大学高等学校 １年 23 入　選 時代 伊 藤 美 南 宮城県宮城野高等学校 2年 25
入　選 染殿神社(幼少期) 大 宮 那 菜 東北生活文化大学高等学校 １年 23 入　選 緑の日・永別の3人 宇 沼 雛 妃 宮城県宮城第一高等学校 １年 26
入　選 青空の学校 若 生 彩 那 宮城県工業高等学校 １年 23 入　選 デフォルメの内装 関 口 玲 奈 東京都立町田工業高等学校 3年 26
入　選 無題 千　葉　　　翼 東北生活文化大学高等学校 １年 23 入　選 ブルーと屋根 佐　藤　日菜花 宮城県宮城第一高等学校 １年 26
入　選 旅館がならぶ山奥にて 佐 藤 玲 那 東北生活文化大学高等学校 １年 23 入　選 文化横丁 岩 根 紅 葉 宮城県宮城野高等学校 １年 26
入　選 白 高 橋 歩 花 東北生活文化大学高等学校 2年 23 入　選 クローズアップ 千 葉 翔 太 宮城県宮城野高等学校 １年 26
入　選 教会堂 佐 藤 愛 華 東北生活文化大学高等学校 １年 23 入　選 路地 前 川 未 帆 宮城県宮城野高等学校 １年 26
入　選 内観 佐 藤 久 治 東北生活文化大学高等学校 １年 23 入　選 初めての道 馬　場　祐澄乃 宮城県宮城野高等学校 １年 26
入　選 縁側から見える移りゆく景色 岡　田　海佳瑠 宮城県宮城野高校 3年 24 入　選 仙台東照宮 木 浪 暖 日 宮城県宮城野高等学校 １年 26
入　選 自分のマンション 田　口　　　塁 東北生活文化大学高等学校 １年 24 入　選 毎日。 山 田 紗 英 宮城県宮城野高等学校 １年 26
入　選 木製のベンチ 若穂圍　　　壮 宮城県宮城第一高等学校 １年 24 入　選 旧和賀川水力発電所 玉 村 雛 姫 東京都立町田工業高等学校 3年 26
入　選 静寂 影　山　　　舞 宮城県仙台二華高等学校 １年 24 入　選 あたたかい場所 笹　山　　　優 宮城県宮城野高等学校 2年 26
入　選 3年間の通学路 佐 藤 陽 菜 宮城県宮城第一高等学校 １年 24 入　選 いつもの通り道 工　藤　木乃華 宮城県白石工業高等学校 2年 26
入　選 風 宮 越 香 綾 宮城県宮城広瀬高等学校 3年 24 入　選 唐門 森　　　史　佳 宮城県宮城野高等学校 2年 27
入　選 息吹く栄華 熱 海 知 央 宮城県仙台二華高等学校 2年 24 入　選 映る 吉　崎　ひより 宮城県宮城野高等学校 2年 27
入　選 笑う賢者あるいは予言者（八幡神社の狛犬） 久保木　小　花 栃木県立矢板東高等学校 １年 24 入　選 最寄り駅にて 佐々木　日奈多 秋田県立湯沢高等学校 １年 27
入　選 本のある風景 箕 浦 彩 菜 宮城県仙台二華高等学校 2年 24 入　選 帰路 中 澤 心 結 宮城県宮城野高等学校 2年 27
入　選 坂 菅 井 悠 香 宮城県宮城第一高等学校 １年 24 入　選 高山稲荷神社 古 谷 未 来 東京都立町田工業高等学校 3年 27
入　選 あかり 黒 澤 瑞 希 宮城県宮城第一高等学校 １年 24 入　選 ワタシがみっけた 武 石 花 恋 秋田県立湯沢高等学校 １年 27
入　選 駅 今 野 蒼 衣 東北生活文化大学高等学校 １年 24 入　選 銀山温泉 佐 藤 美 歩 東京都立町田工業高等学校 3年 27
入　選 たたずみ 佐々木　陽　詩 宮城県宮城第一高等学校 １年 25 入　選 広がり 庄 子 美 羽 宮城県宮城広瀬高等学校 3年 27
入　選 坂下 花　輪　ひなた 宮城県宮城野高等学校 2年 25 入　選 葉の道 永 野 未 悠 宮城県宮城広瀬高等学校 3年 27
入　選 八幡宮の神様 笠　間　　　凛 宮城県宮城第一高等学校 １年 25 入　選 裏路地 永 井 一 海 秋田県湯沢市立湯沢高等学校 １年 27
入　選 会津さざえ堂 長谷川　晴　南 三重県立飯野高等学校 3年 25 入　選 八幡宮の神様 宮 本 千 里 宮城県宮城広瀬高等学校 3年 27
入　選 繋がる 山 崎 真 央 宮城県宮城第一高等学校 １年 25 入　選 藍 澤 田 衣 央 宮城県宮城広瀬高等学校 3年 27
入　選 木漏れ日の降る 山　田　　　優 宮城県宮城第一高等学校 １年 25

中学校の部入選者
入　選 ガラス越しの校舎 千　葉　くるみ 聖ウルスラ学院英智小・中学校 2年 28 入　選 松島離宮 推 野 杏 恋 石巻市立河南西中学校 2年 29
入　選 海から吹く風（天神前川の水門） 伊　澤　さやか 白河市立白河第二中学校 3年 28 入　選 神様はひとりではない（社八幡神社） 勝 又 慎 介 西郷村立西郷第二中学校 １年 29
入　選 神社の一角 菅　原　みのり 大崎市立古川中学校 2年 28 入　選 日和山から臨む 澤 山 琉 衣 石巻市立青葉中学校 2年 29
入　選 復興を重ねて 角 田 紅 葉 大崎市立古川中学校 2年 28 入　選 階段 田　口　帆乃佳 聖ウルスラ学院英智小・中学校 2年 29
入　選 自然豊かな神社 小　畑　空羽音 大和町立宮床中学校 １年 28 入　選 故郷 庄 子 優 愛 石巻市立河南東中学校 3年 29
入　選 見慣れた町の風景 重 泉 美 羽 大崎市立古川中学校 １年 28 入　選 青空と緑に囲まれたとりい 早　坂　　　暖 大和町立宮床中学校 １年 29
入　選 黄昏時‐たそがれどき－ 神 山 莉 子 石巻市立青葉中学校 2年 28 入　選 祈り 林　　　叶　恵 湘南学園中学校 3年 29
入　選 茅葺の農家 藤 井 円 佳 会津若松市立第一中学校 １年 28 入　選 日本三景　松島五大堂・透かし橋 西　片　結梨奈 大和町立宮床中学校 １年 29
入　選 記憶の載積場・常磐炭鉱磐崎鉱跡 青 柳 龍 玄 西里村立第一中学校 3年 28 入　選 宇宙ステーション・・的な？（ビックパレットふくしま） 櫻　井　　　紀 白河市立南中学校 2年 29
入　選 花巻城時鐘 市 川 紗 妃 石巻市立河南東中学校 3年 29

小学校の部入選者
入　選 ゆめの中のたいこばし（鹿島神社太鼓橋） 片　野　　　岳 白河市立白河第五小学校 3年 30 入　選 レンガづくりの建物 渋 川 ま り 会津若松ザベリオ学園小学校 2年 31
入　選 氷の工場 髙 宮 律 稀 岩手大学教育学部附属小学校 3年 30 入　選 日新館 加 藤 亜 子 会津若松市立小金井小学校 3年 31
入　選 春の恵日寺 遠 藤 千 尋 会津若松ザベリオ学園小学校 2年 30 入　選 仙台駅 許　　　清　瞳 仙台市立連坊小路小学校 6年 31
入　選 レンガづくりの建物 福 元 優 月 会津若松市立城北小学校 3年 30 入　選 風車 佐 藤 花 澪 仙台市立桜丘小学校 5年 31
入　選 あめの日のじんじゃ（八幡神社） 山 崎 芽 生 西郷村立熊倉小学校 １年 30 入　選 教いくしりょうかん 佐 藤 八 重 仙台市立荒町小学校 2年 31
入　選 愛宕神社 岩 渕 彩 由 石巻市立鹿又小学校 6年 30 入　選 夕暮れの教会 四日市　陽　成 滝沢市立篠木小学校 5年 31
入　選 仙台駅 大かつやく！！ 佐　藤　　　睦 仙台市立荒町小学校 4年 30 入　選 りゅうのとりい（五龍地神社） 根　本　美颯樹 那須塩原市立東小学校 4年 31
入　選 西日に照らされて 昆 　 晶 盛岡市立仙北小学校 5年 30 入　選 がしゃどくろ踊る（郡山市立美術館） 大 森 春 輝 白河市立白河第二小学校 5年 31

「第15回東北の建築を描く展」「第15回東北の建築を描く展」 令和3年10月15日（金）〜 10月20日（水）せんだいメディアテーク6階

「入賞作品展」「入賞作品展」 令和3年11月19日（金）〜 11月23日（火）
 東北工業大学一番町ロビー
 〒980-0811　仙台市青葉区一番町１－3－１
 　　　　　　　　　　　　　　　　（ＴＭビル）
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受賞作品短評
一般の部 中学校の部

小学校の部高校の部

大　賞 滅びない・教室（五十一） 浅　倉　　　伸 （岩手県盛岡市）
 ・ 熟考されたテーマ設定に長けた作品である。写実性から離れている一方で、いままでにない斬新な技法を駆使するから

こそ、説得力をもって対象を表現した。
優秀賞 赤煉瓦と赤瓦 馬　渕　元　行 （香川県三豊市）
 ・ 建築において屋根だけを描くというテーマ設定の素晴らしさ。そして瓦の緻密さと、それが織りなす縦と横の線が、絶

妙な斜めの線とあいまって、独創的な構図をつくっている。
優秀賞 THE COCKPIT 鈴　木　雅　之 （宮城県大河原町）
 ・ 工場というひとけのない場を選びながら、古い空間的な雰囲気や奥行き表現がつくる構図のなかに、働く人の気配を的

確に取り込んだ。油絵の技法にも優れる。
特別賞 街角の一隅 東二番丁通り 加　藤　忠　治 （仙台市）
 ・ ビル群を描く建築的な構図が的確で、街路樹の緑と日差しがつくる陰影のうまさによって、仙台の発展や華やかさが表

現される。ひとではなく建物で、町の活気が伝わる素晴らしさ。
特別賞 神明社 釣　舟　富紀子 （宮城県塩竈市）
 ・ 詩情あふれる力作である。全体の暗さのなかで、遠くの光が幻想的。緻密で、繊細に描き切った蜘蛛の巣の存在が、朝

露の雰囲気をよく醸し出している。
特別賞 村役場の変遷 金　　　伸　之 （仙台市）
 ・ 建築と環境の調和、つまりゆるやかな傾斜地に合わせて置かれた建物群が周辺ののどかな田園地帯の中に自然に収まっ

ている様子が表現されている。完成度の高い作品である。
特別賞 再会 遠　藤　義　弘 （宮城県岩沼市）
 ・ 吸い込まれるような夜景と温かみのある構図が絶妙に両立している。日本画ならではの色合いと微妙なトーンが呼応し

た作品である。
特別賞 待つ Ⅱ 石　野　啓　子 （福島県白河市）
 ・ 緻密に描いた木肌による、木の迫力が素晴らしい。茶色の色付けの効果が、古い写真のような味わいを醸し出す。見せ

たい要所をしっかり押させた的確な構図もよい。
特別賞 古山閣の鏝絵 中　村　伸　二 （仙台市）
 ・ 建物だけではなくて、鏝絵にフォーカスした面白さ。しかも、鏝絵の色付けが楽しさを表現し、古びた旅館の雰囲気と

調和する。写真では表現できない、絵画だからこその作品である。
特別賞 風雪に耐えて、なお 鈴　木　三千彌 （仙台市）
 ・ 土蔵の陰影がつくるコントラストが味わい深い。その陰のなかを空間的にしっかり意識して、丁寧に描きこんでいる。

土蔵の構造や素材の重層性が表現されている。
安住審査員賞 早池峯神社山門 保　﨑　裕　子 （仙台市）
 ・日本画の良さがにじみ出てくるような丁寧な作品。とくに、写実的な描き方が山門の雰囲気をよく表現している。

大　賞 昔日への誘い 赤　平　周　音 （仙台市立錦ヶ丘中学校3年）
 ・ 彫刻がつくる重量感が緻密な筆致でよく表現されている。大人にまけない描写力をもっている。実際の建築の観察力が

よく伝わり、描写をぼかしながらの遠近表現も上手い。

学長賞 そこにある情趣 内　田　梛　月 （仙台市立第一中学校3年）
 ・ ガラス窓を介して赤煉瓦を描くという難しい課題に対し、しっかりと描写して成功している。窓の桟が全体の構図の分

割線としても機能し、そこに塔が調和する構図が見事である。

優秀賞 鶴ヶ城 中　山　陽　太 （大崎市立三本木中学校1年）
 ・ 花見をしたくなるような、まさに春爛漫の表現である。絶妙な石垣の描き方、とくに石と石との目地の丁寧な表現は、

大人に迫る技術力を感じさせる。

特別賞 蟆蟇ヶ池辨天堂 髙　橋　珠　瑛 （大崎市立古川中学校3年）
 ・ 画中に光がまわりこみ、微妙な陰影が表現される。描写のテクニックが抜群に高く、かつ根気強く作品づくりに励んだ

姿勢がひしひしと伝わってくる。

特別賞 伊豆沼・内沼サンクチュアリーセンター 
  村　井　孝　子 （栗原市立若柳中学校1年）
 ・ 斜めにした一見、不安定な構図のはずが、鳥の羽ばたきを取り入れることによって、動的な表現を高めつつ、全体の構

図を引き締める。床の描写も繊細である。

特別賞 荒雄神社 佐々木　美　羽 （大崎市立三本木中学校3年）
 ・ デッサン力の高さが伝わる。木と屋根の複雑な重なりを正確かつ緻密に粘り強く描く。深い屋根がつくりだす木の表面

を変化させながら描き、建築の立体的な雰囲気を表現する。

特別賞 観慶丸 松　本　彩　希 （石巻市立青葉中学校2年）
 ・ 構図の面白さが伝わる作品である。外壁のタイルの種類や変化を捉えて、重厚な建物の雰囲気を独特な構図によって

しっかりと表現する。

特別賞 思い出の中に.. 及　川　彩　羽 （古川黎明中学校3 年）
 ・ 油絵独特な素材感が心地よく表現され、まさに油絵らしい作品である。建築の端正な構成美と周囲の森の描写のグラ

デーションが見事に調和する。

平垣内審査員賞 忘れられた公園・水色の象 塩　谷　翔　紀 （白河市立白河第二中学校3年）
 ・ 何気ない公園の風景が、像のとぼけた姿が面白く、子供たちの遊び声が聞こえてきそうな楽しさに仕上がる。シンプル

で大胆な構図はもちろん、像の置かれた台やまわりの草花の描写も緻密で、微妙な色合いと共に見応えがある。

大　賞 切り出された夢の欠片（白河石掘削場跡地にて） 
  斎　藤　龍之介 （福島県立福島西高等学校3年）
 ・ 卓越した技術力をもつ。この忘れ去られたような場を再評価する視点、描写力、色のトーンなど全体にわたり完成度が

高い。この場所を見つけた感動が、見るものに迫ってくる。

学長賞 敢為邁往 坂　本　寛　人 （宮城県宮城野高等学校2年）
 ・ 人がいないのに、いたような余韻を感じさせる丁寧な表現が素晴らしい。とくに水彩の光の表現技術が高い。好きな空

間の良さが素直に伝わる高校生らしい作品である。

優秀賞 灯 佐　藤　華　恋 （宮城県宮城野高等学校1年）
 ・ 絵画はモノにこだわりがちであるが、人が的確に構図に入り、町の生活や賑わいが華やかに見るものに伝わる。町にく

り出したくなるような表現がある。

特別賞 八幡町の木々 三　宅　結　月 （宮城第一高等学校1年）
 ・ 光の表現の美しさに長ける。水面をはじめとする複雑な風景要素を破綻することなくまとめ上げ、高い技術力が伝わっ

てくる。

特別賞 夕焼け 加　藤　百　葉 （宮城県工業高等学校1年）
 ・ 夕焼けという寂しいモチーフのはずが、楽し気な雰囲気の絵に仕上がっている。グラフィカルな構図や逆光を取り入れ

た表現が成功している。

特別賞 煌めき 安　倍　麻衣子 （宮城県仙台第二高等学校2年）
 ・ 非常に繊細で綺麗な絵である。夕暮れ時なのか、照明と空が織りなす絶妙な、それでいて一瞬の風景を見事に表現して

いる。

特別賞 追憶 佐々木　柊　斗 （東北生活文化大学高等学校2年）
 ・ 神社は普通、その社殿を正面的に捉えがちであるが、社殿よりも付属的な空間に着目し、横から捉えた構図が独創的で

ある。油絵の技術力も高い。

特別賞 螺旋階段 佐　藤　　　陽 （宮城県古川高等学校1年）
 ・ 建築の観察力に長ける。部材の構成や奥行き感がしっかりと表現されている。影となる場所も丁寧に書き込んでいて、

さわやかな印象をつくりだしている。

特別賞 返照 小　澤　奈　央 （宮城県宮城野高等学校2年）
 ・ パースペクティブをきかせた強い角度の構図が、それがつくりだす影や構造の面白さと融合し、力強い作品に仕上がっ

た。影が織りなすこの場所・風景の発見が素晴らしい。

特別賞 帰り道 三　上　真梨紗 （宮城県宮城野高等学校2年）
 ・ 夕暮れの光と電灯が照らす建物や車の多彩な光の描写がよい。それら多彩な表現が奥へのびる道路と夕焼け、建物と練

られた構図の中で、調和してまとめ上げられる。

柴田審査員賞 夏の終わり 田　所　三　和 （宮城県宮城野高等学校2年）
 ・ 垂直・水平線による和的な画面構成、ほのかな明かりの室内に障子やガラスを透かして差し込む明かり微妙な変化を美

しく捉える。外の様子が少し分かるとなお良い。

大　賞 暮れゆく街 齊　藤　桜　子 （盛岡市立土淵小学校5年）
 ・ 夕焼けの逆光の色彩を見事に表現する。真っ黒な空間や電線が、その構図に動きを与える。画面隅に自動販売機が顔を

のぞかせるのも、面白い効果を発揮している。

学長賞 夢をてらす虹色灯台（塩屋崎灯台） 近　嵐　茶　子 （白河市立釜子小学校5年）
 ・ 灯台をみずからの感性でカラフルに表現し、すべてで色の変化を見せる。のびやかで小学生らしい作品である。山の色

表現も独創的で素晴らしい。

優秀賞 街の片隅で 藤　村　　嶺 （盛岡市立太田小学校6年）
 ・ 一見、打ち捨てられた何気ない日常の風景に美を発見した着眼点のすごさ。黒の絶妙な色づかいとその位置の不安定性

さが、この場所のガレキ的な表現に効果を発揮している。

特別賞 レストラン 藤　谷　桃　音 （会津若松ザベリオ学園小学校2年）
 ・堂々たる大胆な構図がよい。建築の部位ごとの布の選択のしかたが上手い。窓のかたちをしっかりと丁寧に描いている。

特別賞 春の若松城 遠　藤　圭一郎 （会津若松ザベリオ学園小学校5年）
 ・ 貼り絵の布の色の違いで、見事に建物の立体感を表現した。とくに石と細やかな目地が織りなす布による石垣の表現が

独創的で素晴らしい。

特別賞 どこへでも行ける駅（JR 白河駅） 永　田　洲　也 （白河市立白河第一小学校5年）
 ・ 空を入れた色の構図、繊細な屋根の素材表現、タクシーとバスがつくる生活感などの要素が統合されて、とにかく楽し

い作品として仕上がった。

特別賞 神さまのとおる道（鹿島神社） 渡　部　真　桜 （白河市立白河第一小学校5年）
 ・ 石畳の色の工夫が精緻で、ひとつひとつを丁寧につなげる工夫がよい。樹木の幹や狛犬など、しっかりと対象を観察し

て、一生懸命に描く姿勢がよく伝わってくる。

特別賞 思い出を旅する私（会津鉄道湯上温泉駅）
  太　田　花　歩 （矢吹町立三神小学校6年）
 ・ 水彩の透明感がある美しさが表現されていて、小学生らしい軽やかな作品である。対象をしっかりと観察し、丁寧に表

現する姿勢もよい。

特別賞 木造天守を見上げれば 阿　部　航　大 （仙台市立高森小学校5年）
 ・ 城を大胆に見上げた構図が迫力をみせ、その先の夜空が情感を増していく。空の繊細な星の表現や丸く力強い石垣な

ど、細やかな描写も行き届いている。

特別賞 白い建物〜マルホンまきあーとテラス〜
  井　上　理　仁 （仙台市立旭丘小学校3年）
 ・ 目の前の建築を自分のなかでしっかりと解釈し、完全に表現し尽している。白をしっかり塗る技術も素晴らしい。夢の

ある小学生らしい作品である。

中村審査員賞 お稲荷さま絵巻（権兵衛稲荷神社） 関　根　は　な （鮫川村立鮫川小学校6 年）
 ・ 神社の細部に宿る多彩な彫刻群を、物語を醸すようにしっかりと描く。細部を細かく観察しながら、その前後の額や木

目を構図に取り込み、空間的な広がりをも表現する
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一般の部 大賞　滅びない・教室（五十一）     浅倉　伸 （ 岩手県盛岡市 )
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優秀賞   THE COCKPIT　鈴木　雅之　（ 宮城県大河原町 ）

優秀賞   赤煉瓦と赤瓦　馬渕　元行　( 香川県三豊市 )
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特別賞   街角の一隅  東二番丁通り　加藤　忠治　( 仙台市 )

特別賞   再会　遠藤　義弘　( 宮城県岩沼市 ) 特別賞   待つ Ⅱ　石野　啓子　( 福島県白河市 )

特別賞   神明社　釣舟　富紀子　( 宮城県塩竈市 )

特別賞   村役場の変遷　金　伸之　( 仙台市 )
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賞候補   三内丸山遺跡  大型竪穴住居跡 ( 復元） 

村瀬　修　( 北海道函館市 )

賞候補   旅の朝　馬渕　元行　( 香川県三豊市 ) 賞候補   仙台城資料館　後藤　靖夫 ( 仙台市 )賞候補   Nostalgic smell　

安藤 夢　( 仙台市 )

特別賞   古山閣の鏝絵　中村　伸二　( 仙台市 )

安住審査員賞　早池峯神社山門　保﨑　裕子　( 仙台市 )特別賞   風雪に耐えて、なお　鈴木　三千彌　( 仙台市 )
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高校の部 大賞   切り出された夢の欠片（白河石掘削場跡地にて）　斎藤　龍之介　( 福島県立福島西高等学校 3 年 )
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学長賞   敢為邁往　坂本　寛人　( 宮城県宮城野高等学校 2 年 )

優秀賞   灯　佐藤　華恋　( 宮城県宮城野高等学校 1 年 )
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特別賞   螺旋階段　佐藤　陽　( 宮城県古川高等学校 1 年 )特別賞    煌めき　安倍　麻衣子　( 宮城県仙台第二高等学校 2 年 )

特別賞   夕焼け　加藤　百葉　( 宮城県工業高等学校 1 年 )

特別賞   追憶　佐々木　柊斗　( 東北生活文化大学高等学校 2 年 )

特別賞   八幡町の木々　三宅　結月　( 宮城第一高等学校 1 年 )
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特別賞   返照　小澤　奈央　( 宮城県宮城野高等学校 2 年 )

特別賞   帰り道　三上　真梨紗　( 宮城県宮城野高等学校 2 年 )

柴田審査員賞  夏の終わり　田所　三和　
　　　　　　　　　　　　　　　( 宮城県宮城野高等学校 2 年 )

賞候補   曇りのち雨　
櫻井　唯央　( 白石高等学校 1 年 )

賞候補   瑞巌寺　湯澤　琴絆　( 東北生活文化大学高等学校 2 年 ) 賞候補    瑞巌寺　岡田　梨那　( 宮城県宮城広瀬高等学校 3 年 )
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中学校の部 大賞   昔日への誘い　赤平　周音　( 仙台市立錦ヶ丘中学校 3 年 )
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優秀賞   鶴ヶ城　中山　陽太　( 大崎市立三本木中学校 1 年 )

学長賞   そこにある情趣　内田　梛月　( 仙台市立第一中学校 3 年 )



特別賞   伊豆沼・内沼サンクチュアリーセンター

　　　　　　村井　孝子　( 栗原市立若柳中学校 1 年 )

特別賞   蟆蟇ヶ池辨天堂　髙橋　珠瑛　( 大崎市立古川中学校 3 年 )

特別賞   観慶丸　松本　彩希　( 石巻市立青葉中学校 2 年 )

特別賞    荒雄神社　佐々木　美羽　( 大崎市立三本木中学校 3 年 )

15

平垣審査員賞   忘れられた公園・水色の象

　　　塩谷　翔紀　( 白河市立白河第二中学校 3 年 )

特別賞   思い出の中に ..　及川　彩羽　

( 古川黎明中学校 3 年 )
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小学校の部 大賞   暮れゆく街　齊藤　桜子　( 盛岡市立土淵小学校 5 年 )
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学長賞   夢をてらす虹色灯台（塩屋崎灯台）　近嵐　茶子　( 白河市立釜子小学校 5 年 )

優秀賞   街の片隅で　藤村　嶺　( 盛岡市立太田小学校 6 年 )



特別賞   木造天守を見上げれば　阿部　航大　( 仙台市立高森小学校 5 年 )

特別賞   レストラン　藤谷　桃音 ( 会津若松ザベリオ学園小学校 2 年 )

特別賞   春の若松城

　　　　　　遠藤　圭一郎　( 会津若松ザベリオ学園小学校 5 年 )

特別賞   神さまのとおる道（鹿島神社）

　　　　　　渡部　真桜　( 白河市立白河第一小学校 5 年 )

特別賞   思い出を旅する私　

　　　　　（会津鉄道湯上温泉駅）　
　　　太田　花歩　( 矢吹町立三神小学校 6 年 )

特別賞   どこへでも行ける駅（JR 白河駅）　

　　　　　　　永田　洲也　( 白河市立白河第一小学校 5 年 )
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特別賞   白い建物〜マルホンまきあーとテラス〜

　　　　　　　　　　　　　井上　理仁　( 仙台市立旭丘小学校 3 年 )

中村審査員賞   お稲荷さま絵巻（権兵衛稲荷神社） 　

　　　　　　　　　　関根　はな　( 鮫川村立鮫川小学校 6 年 )

19

賞候補   赤い屋根の駅（JR 白河駅）　

荒井　千優　( 白河市立白河第二小学校 4 年 )

賞候補   夏空に力強く！（小峰城三重櫓）　

片野　仁菜 ( 白河市立白河第三小学校4年 )

賞候補   桜まんかいの学校　駒沢　心桜　

( 会津若松ザベリオ学園小学校 4 年 )

賞候補　伊佐須美神社の白猫神さま

関根　そら　( 鮫川村立鮫川小学校 4 年 )



一般の部入選作品
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ボクの、賢治散策の盛岡高等農林学校。
大村　泰久　( 大阪府東大阪市 )

大崎八幡神社（田尻）　千葉　豊　（仙台市）大籠カトリック教会　サトウ　イサム　
( 東京都調布市 )

冬近き里　矢ヶ部　昭彦　( 東京都荒川区 )

ショーウィンドウと階段　岩田　央樹
( 山形県山形市 )

ある美術館で　加藤　忠治　( 仙台市 )

天鏡閣  図解　野口　智子
( 東京都板橋区 )

世界文化遺産「三内丸山遺跡」Ⅱ 
西谷　岩雄　( 宮城県柴田町 )

防人（Ⅰ）　足沢　秀行
( 新潟県新潟市 )

酒蔵　青木　章　( 宮城県大崎市 ) カフェの見えるグリーンハウス　其田　マサ
( 仙台市 )

古民家　青木　章　( 宮城県大崎市 )

県美術館地階　原内　義晴　( 仙台市 )
　

中橋夜景　松崎　修一　( 仙台市 )　
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めがねばし　相原　裕之　( 仙台市 )
旧佐藤家住宅（角田）　後藤　靖夫　( 仙台市 )

Brilliant Circle　桑折　治樹　( 宮城県大崎市 )

祓ヶ崎稲荷神社から見た本塩釜駅 
釣舟　富紀子　( 宮城県塩竈市 ) 朝ドラ「おかえりモネ」ロケ地

千葉　豊　( 仙台市 )

源吾茶屋　堀　英敏　( 仙台市 )旧青森営林局舎　丸山　孝雄
( 青森県青森市 )

不動茶屋　森　修平　( 仙台市 ) 待つ  Ⅰ　石野　啓子　( 福島県白河市 )

壁面ガラスのいたずら  彫刻館に写る宮城県美術館 
岡田　興平　( 宮城県利府町 )

光の線路　伊藤　隆文　( 仙台市 )

山居倉庫　前田　勝助　( 仙台市 )
廃屋の景　松永　弘　( 宮城県大和町 )

仙台国際センター　樋口　節夫
( 仙台市 )

狭間にある望郷　鈴木　和史
( 宮城県大河原町 )
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山桜咲く里　芳賀　伊津子　( 福島県白河市 )

マグノリアの木陰　菅原　美恵　
( 仙台市 )

いつまでも残したい場所　高橋　勇二
( 神奈川県横浜市 )

さざえ堂　田幡　美佐男
（ 埼玉県川越市 ）

工房千想の窓　大瀧　千絵
（兵庫県川西市）

国登録有形文化財に登録の我が家と貸店舗
平野　秀明　( 仙台市 )

差茅　赤本　義雄　( 仙台市 )

仙台空港 管制塔　池田　裕
( 宮城県村田町 )

駐機場より仰ぐ管制塔　池田　裕
( 宮城県村田町 )

五大堂　岡崎　義恵　( 仙台市 )　
これからも二人で　岡田　千瑛莉　( 仙台市 )

ゆずの茶屋　高沢　千恵子
( 宮城県名取市 )

祭り囃し遠く聞こえる（熊野大権現）
陣野　愛子　( 福島県白河市 )

Go round　
鈴木　さやか　( 仙台市 )

Go around　
鈴木　さやか　( 仙台市 )
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毎日　西田　有沙
( 東北生活文化大学高等学校2年 )

青空の学校　若生　彩那
( 宮城県工業高等学校 1 年 )

木漏れ日の建物　菊地　晴香
( 宮城県工業高等学校 2 年 )

地下道　伊藤　満月
( 宮城県宮城野高等学校 1 年 )

染殿神社 ( 幼少期 )　大宮　那菜 
( 東北生活文化大学高等学校１年 )

旅館がならぶ山奥にて　佐藤　玲那
( 東北生活文化大学高等学校１年 )

白　高橋　歩花　
( 東北生活文化大学高等学校2年 )

教会堂　佐藤　愛華  
( 東北生活文化大学高等学校１年 )

内観　佐藤　久治  
( 東北生活文化大学高等学校１年 )

懐かしの長井駅　佐藤　伊吹  
( 東北生活文化大学高等学校 3 年 )

みどりのとびら　佐藤　創瑠 
( 東北生活文化大学高等学校2年 )

宮城県図書館　多田　未来  
( 東北生活文化大学高等学校１年 )

無題　千葉　翼
( 東北生活文化大学高等学校 1 年 )

高校の部入選作品
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縁側から見える移りゆく景色  
岡田　海佳瑠

( 宮城県宮城野高等学校 3 年 )

3年間の通学路　佐藤　陽菜  
( 宮城県宮城第一高等学校１年 )

静寂　影山　舞
( 宮城県仙台二華高等学校 1 年 )

坂　菅井　悠香
( 宮城県宮城第一高等学校 1 年 )

あかり　黒澤　瑞希  
( 宮城県宮城第一高等学校１年 )

自分のマンション　田口　塁  
( 東北生活文化大学高等学校 1 年 )

木製のベンチ　若穂圍　壮  
( 宮城県宮城第一高等学校 1 年 )

笑う賢者あるいは予言者
（八幡神社の狛犬）

久保木　小花
( 栃木県立矢板東高等学校 1 年 )

風　宮越　香綾
( 宮城県宮城広瀬高等学校3年 )

息吹く栄華　熱海　知央
( 宮城県仙台二華高等学校 2 年 )

駅　今野　蒼衣   
( 東北生活文化大学高等学校 1 年 )

本のある風景　箕浦　彩菜 
( 宮城県仙台二華高等学校 2 年 )
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たたずみ　佐々木　陽詩  
( 宮城県宮城第一高等学校１年 )

繋がる　山崎　真央
( 宮城県宮城第一高等学校１年 )

江戸時代から現在へ　佐藤　結来
( 宮城県宮城第一高等学校１年 )

坂下　花輪　ひなた  
( 宮城県宮城野高等学校 2 年 )

八幡宮の神様　笠間　凛  
( 宮城県宮城第一高等学校１年 )

会津さざえ堂　長谷川　晴南
( 三重県立飯野高等学校 3 年 )

木漏れ日の降る　山田　優 
( 宮城県宮城第一高等学校１年 )

日常が思い出に。　遊佐　和花 
( 宮城県工業高等学校 1 年）

見晴らし　尾久　愛美
( 宮城県宮城第一高等学校１年 )

上り坂　齊藤　萌未  
( 宮城県宮城第一高等学校 1 年 )

移ろい　北川　葉  
( 宮城県宮城第一高等学校１年 )

時代　伊藤　美南　( 宮城県宮城野高等学校 2 年 )
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緑の日・永別の3人　宇沼　雛妃  
( 宮城県宮城第一高等学校１年 )

デフォルメの内装　関口　玲奈  
( 東京都立町田工業高等学校3年 )

ブルーと屋根　佐藤　日菜花  
( 宮城県宮城第一高等学校 1 年 ) 文化横丁　岩根　紅葉

( 宮城県宮城野高等学校１年 )

クローズアップ　千葉　翔太
( 宮城県宮城野高等学校１年 ) 仙台東照宮　木浪　暖日

( 宮城県宮城野高等学校１年 )

毎日。　山田　紗英 
( 宮城県宮城野高等学校１年 )

旧和賀川水力発電所　玉村　雛姫  
( 東京都立町田工業高等学校3年 )

あたたかい場所　笹山　優
( 宮城県宮城野高等学校2年 )

路地　前川　未帆  
( 宮城県宮城野高等学校１年 )

いつもの通り道　工藤　木乃華  
( 宮城県白石工業高等学校 2 年 )

初めての道 　馬場　祐澄乃
( 宮城県宮城野高等学校 1 年 )
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唐門　森　史佳  
( 宮城県宮城野高等学校2年 )

高山稲荷神社 　古谷　未来
( 東京都立町田工業高等学校3年 )

映る　吉崎　ひより
( 宮城県宮城野高等学校2年 ) 最寄り駅にて

佐々木　日奈多  
( 秋田県立湯沢高等学校 1 年 )

帰路　中澤　心結　( 宮城県宮城野高等学校 2 年 )

銀山温泉　佐藤　美歩
( 東京都立町田工業高等学校3年 )

広がり　庄子　美羽  
( 宮城県宮城広瀬高等学校3年 )

ワタシがみっけた　武石　花恋
( 秋田県立湯沢高等学校 1 年 )

葉の道　永野　未悠
( 宮城県宮城広瀬高等学校3年 )

裏路地　永井　一海
( 秋田県立湯沢高等学校 1 年 )

八幡宮の神様　宮本　千里 
( 宮城県宮城広瀬高等学校3年 )

藍　澤田　衣央
( 宮城県宮城広瀬高等学校3年 )



中学校の部入選作品
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ガラス越しの校舎　千葉　くるみ
( 聖ウルスラ学院英智小・中学校2年 )

海から吹く風（天神前川の水門）　伊澤　さやか  
( 白河市立白河第二中学校3年 )

神社の一角　菅原　みのり 
( 大崎市立古川中学校2年 )

復興を重ねて　角田　紅葉　( 大崎市立古川中学校2年 )
自然豊かな神社　小畑　空羽音   

( 大和町立宮床中学校 1 年 )

黄昏時  - たそがれどき -　神山　莉子　( 石巻市立青葉中学校2年 )

見慣れた町の風景　重泉　美羽　( 大崎市立古川中学校１年 )

茅葺の農家　藤井　円佳　( 会津若松市立第一中学校１年 ) 記憶の載積場・常磐炭鉱磐崎鉱跡 
青柳　龍玄　( 西里村立第一中学校3年 )



29

花巻城時鐘　市川　紗妃
( 石巻市立河南東中学校 3 年 )

日和山から臨む　澤山　琉衣　( 石巻市立青葉中学校2年 ) 階段　田口　帆乃佳
( 聖ウルスラ学院英智小・中学校 2 年 )

故郷　庄子 優愛  
( 石巻市立河南東中学校3年 )

祈り　林　叶恵  
( 湘南学園中学校3年 )

日本三景  松島五大堂・透かし橋　西片　結梨奈
( 大和町立宮床中学校１年 )

松島離宮　推野　杏恋　( 石巻市立河南西中学校2年 )

宇宙ステーション・・的な？
（ビックパレットふくしま） 
櫻井　紀　(白河市立南中学校2年)

神様はひとりではない（社八幡神社）　勝又　慎介
( 西郷村立西郷第二中学校 1 年 )

青空と緑に囲まれたとりい
早坂　暖

( 大和町立宮床中学校１年 )



小学校の部入選作品
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ゆめの中のたいこばし（鹿島神社太鼓橋）　片野　岳 
( 白河市立白河第五小学校 3 年 )

氷の工場　髙宮　律稀
　( 岩手大学教育学部附属小学校 3 年 )

春の恵日寺　遠藤　千尋 　( 会津若松ザベリオ学園小学校 2 年 )

レンガづくりの建物　福元　優月
( 会津若松市立城北小学校3年 )

愛宕神社　岩渕　彩由　( 石巻市立鹿又小学校 6 年 ) 仙台駅 大かつやく！！　佐藤 睦　( 仙台市立荒町小学校4年 ) 西日に照らされて　昆　晶 
( 盛岡市立仙北小学校 5 年 )

あめの日のじんじゃ（八幡神社）　山崎　芽生
( 西郷村立熊倉小学校 1 年 )
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レンガづくりの建物　渋川　まり
( 会津若松ザベリオ学園小学校2年 )

日新館　加藤　亜子　( 会津若松市立小金井小学校3年 )

教いくしりょうかん　佐藤 八重　( 仙台市立荒町小学校2年 )

夕暮れの教会　四日市　陽成 
( 滝沢市立篠木小学校 5 年 )

がしゃどくろ踊る（郡山市立美術館）　大森　春輝
( 白河市立白河第二小学校 5 年 )

りゅうのとりい（五龍地神社）　根本　美颯樹
( 那須塩原市立東小学校 4 年 )

風車　佐藤　花澪　
( 仙台市立桜丘小学校5年 )

仙台駅　許　清瞳　( 仙台市立連坊小路小学校 6 年 )






